
快
晴

の
扇

山
　

頂
上

か
ら

の
眺

め
を

満
喫

！
（

5
月

1
2

日
・

扇
山

山
開

き
）

６N
o

.716

広
報
し
い
ば
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▲鹿野遊地区（内ノ八重）の山崩れ

子
や
孫
へ
　
安
心
つ
な
げ
る
　
治
山
事
業

山
地
災
害
防
止
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞
作
品

高
橋 

寿
己（
北
海
道
）

突
然  
裏
山
が
崩
れ
る
！

○
災
害
の
起
こ
り
や
す
い
地
形

　

日
本
の
国
土
は
、
険
し
い
山
が
続
く

複
雑
な
地
形
を
し
て
お
り
、
川
の
流
れ

は
狭
く
、
急
流
が
多
い
特
徴
が
あ
り
ま

す
。
一
方
、
プ
レ
ー
ト
の
境
界
に
位
置

す
る
た
め
、
地
震
や
火
山
活
動
が
活
発

で
あ
り
、
山
崩
れ
や
土
石
流
、
地
滑
り

な
ど
の
山
地
災
害
の
危
険
を
常
に
抱
え

て
い
ま
す
。
毎
年
約
２
，０
０
０
箇
所

も
の
山
地
災
害
が
発
生
し
、
多
く
の
被

害
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
で
す
。

○
災
害
の
起
こ
り
や
す
い
気
象
条
件

　

日
本
の
年
間
降
雨
量
は
約
１
，７
０
０

ミ
リ
で
、こ
れ
は
世
界
平
均
の
約
２
倍
で

す
。日
本
は
き
わ
め
て
雨
の
多
い
国
な
の

で
す
。
特
に
梅
雨
期
や
台
風
の
時
な
ど
に

は
局
地
的
な
集
中
豪
雨
が
起
こ
り
、各
地

に
大
き
な
災
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

○
局
地
的
な
集
中
豪
雨
の
増
加

　

近
年
は
局
地
的
な
集
中
豪
雨
が
頻
発

す
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
て
、
地
域
に

よ
っ
て
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
甚
大
な
被

害
が
発
生
し
や
す
い
状
況
と
な
り
つ
つ

あ
る
と
い
え
ま
す
。
政
府
は
、
今
後
強

い
降
雨
現
象
が
頻
度
を
増
す
可
能
性
が

非
常
に
高
く
、
洪
水
リ
ス
ク
を
増
加
さ

せ
る
と
報
告
し
て
い
ま
す
。

○
山
地
災
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

山
地
災
害
が
一
番
多
い
の
は
梅
雨
の

季
節
で
す
。
そ
こ
で
、
国
、
都
道
府
県

や
市
町
村
で
は
毎
年
５
月
20
日
か
ら
６

月
30
日
に
か
け
て
山
地
災
害
防
止
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
全
国
的
に
展
開
し
、
山
地

災
害
危
険
地
区
の
周
知
や
パ
ト
ロ
ー

ル
、
山
地
災
害
に
備
え
る
広
報
活
動
、

防
災
訓
練
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

村
内
の
山
地
災
害
の
お
そ
れ
の
あ
る

箇
所
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
知
っ
て
お

く
こ
と
は
、
災
害
に
備
え
る
た
め
に
と

て
も
大
切
で
す
。

　

身
近
に
危
険
な
箇
所
が
あ
る
か
ど

う
か
、
日
頃
か
ら
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

○
危
険
箇
所
調
査
の
実
施

　

椎
葉
村
で
は
、
５
月
23
日
に
消
防
や

警
察
、
行
政
が
一
同
に
各
地
区
か
ら
依

頼
の
あ
っ
た
危
険
箇
所
の
調
査
点
検
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

調
査
は
、
住
宅
周
辺
の
危
険
箇
所
を

重
点
的
に
実
施
し
て
、
調
査
結
果
を
も

と
に
関
係
機
関
が
共
通
認
識
を
し
て
効

率
的
な
対
策
を
検
討
し
ま
し
た
。

山
地
災
害
は
な
ぜ
多
い
？

危
険
箇
所
を
知
ろ
う
！
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山
崩
れ
な
ど
の
お
そ
れ
が
あ
る
箇
所

で
は
、
テ
レ
ビ
や
や
ま
び
こ
通
信
な
ど

の
気
象
情
報
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

山
地
災
害
か
ら
大
切
な
命
を
守
る
た

め
に
も
っ
と
も
効
果
的
な
方
法
は
、
危

険
を
感
じ
た
ら
す
ぐ
避
難
を
す
る
こ
と

で
す
。
豪
雨
や
台
風
接
近
の
と
き
に

は
、
テ
レ
ビ
や
や
ま
び
こ
通
信
か
ら
の

情
報
を
正
確
に
得
る
と
と
も
に
、
警
察

や
消
防
団
の
指
示
に
従
い
、
早
め
の
避

難
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

危
険
信
号
を

　  

キ
ャ
ッ
チ
し
た
ら
！

危
険
を
感
じ
た
ら

　
　
　
　
す
ぐ
避
難
！

　

山
地
災
害
が
起
こ
る
場
合
、
山
の
斜

面
や
川
の
流
れ
を
よ
く
観
察
し
て
み
る

と
、
多
く
の
場
合
、
事
前
に
危
険
信
号

と
思
わ
れ
る
変
化
が
キ
ャ
ッ
チ
で
き
ま

す
。
特
に
次
の
８
つ
の
危
険
信
号
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

危
険
信
号
を
見
逃
す
な
！

地鳴りの音が聞こえてきた

今までかれたことのないわき
水が止まった

雨が降り続いているのに川の
水位が下がった

⑧
地
鳴
り
が
す
る

⑤
わ
き
水
が
止
ま
っ
た

②
水
位
が
下
が
っ
た

わき水の量が急に増えた

山の木が傾いたり斜面に亀裂
が走った

⑥
わ
き
水
が
増
え
た

③
亀
裂
が
走
っ
た

普段澄んでいる沢や井戸の水
がにごってきた

山の斜面から石が転がり落ち
てきた

川がにごり、流木が混ざりは
じめた

⑦
井
戸
水
が
に
ご
っ
た

④
石
が
落
ち
て
き
た

①
川
が
に
ご
っ
た
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平
成
25
年
度
か
ら

　
　

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
が
変
わ
り
ま
す

税務住民課からのお知らせ
　

国
民
健
康
保
険
は
、
病
気
や
け
が
を

し
た
と
き
に
、
安
心
し
て
医
療
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
加
入
者
が
保
険
税
を

出
し
合
い
、
お
互
い
に
助
け
合
う
制
度

で
す
。

　

椎
葉
村
の
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

は
、
高
度
な
診
療
等
に
よ
る
医
療
費
の

増
加
や
高
齢
化
の
進
行
、
景
気
の
低
迷

等
に
よ
り
厳
し
い
運
営
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

今
後
も
安
定
し
た
国
民
健
康
保
険
制

度
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
健
全

な
財
政
運
営
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
平
成
25
年
度
か

ら
の
税
改
正
は
、
資
産
割
等
の
問
題
点

を
改
善
し
、
よ
り
適
正
に
、
よ
り
公
平

に
課
税
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
改
正

を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

加
入
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
の

計
算
方
法

◆平成25年度の税率および賦課限度額

　
「
所
得
割
」「
資
産
割
」「
均
等
割
」「
平

等
割
」
の
４
つ
の
項
目
を
そ
れ
ぞ
れ
算

出
し
、
最
終
的
に
世
帯
で
合
算
し
た
金

額
が
国
民
健
康
保
険
税
と
な
り
ま
す
。

算
定
し
た
保
険
税
は
、
６
月
か
ら
翌
年

の
３
月
ま
で
の
10
期
に
わ
け
て
、
納
付

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
所
得
割

　

加
入
者
の
所
得
に
応
じ
て
課
税
し

ま
す
。

○
資
産
割

　

加
入
者
の
固
定
資
産
税（
土
地
・

家
屋
）に
応
じ
て
課
税
し
ま
す
。

○
均
等
割

　

加
入
者
ひ
と
り
に
つ
き
、
定
額
で

課
税
し
ま
す
。

○
平
等
割

　

加
入
者
数
に
関
わ
り
な
く
、
１
世

帯
に
つ
き
定
額
で
課
税
し
ま
す
。

★
賦
課
限
度
額

　

国
保
税
の
世
帯
の
上
限
額
で
す
。

区　　分
平成２４年度
（改正前）

平成２５年度～
（改正後）

医療給付費分

（０～７４歳）

税　率

所得割 6.36% 6.98%

資産割 30.00% 26.00%

均等割 18,000円 18,000円

平等割 17,500円 17,500円

賦課限度額 ５１万円 ５１万円

後期高齢者支援金分

（０～７４歳）

税　率

所得割 2.30% 2.50%

資産割 6.00% 6.00%

均等割 6,000円 6,000円

平等割 5,500円 5,500円

賦課限度額 １４万円 １４万円

介護納付金分

（４０～６４歳）

税　率

所得割 2.08% 2.38%

資産割 2.00% 2.00%

均等割 6,500円 6,500円

平等割 6,000円 6,000円

賦課限度額 １２万円 １２万円

賦課限度額合計 ７７万円 ７７万円
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税務住民課からのお知らせ

今
回
の
改
正
し
た
内
容
は
？

①
医
療
給
付
費
分

　

国
保
加
入
者
の
医
療
費
を
支
払
う
た
め
、
加
入
者
全
員
の
人
に
ご
負

担
い
た
だ
く
分
で
す
。

【
改
正
内
容
】

　

所
得
割
の
税
率
を
引
き
上
げ
、
資
産
割
の
税
率
を
引
き
下
げ
ま

し
た
。

【
改
正
理
由
】

　

資
産
割
に
つ
い
て
は
、
低
所
得
者
で
あ
っ
て
も
固
定
資
産
が
あ
れ

ば
課
税
さ
れ
る
こ
と
な
ど
を
考
慮
し
て
、
所
得
割
と
資
産
割
を
見
直

し
ま
し
た
。

②
後
期
高
齢
者
支
援
金
分

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
支
え
る
た
め
、
加
入
者
全
員
の
人
に
ご
負

担
い
た
だ
く
分
で
す
。

③
介
護
納
付
金
分

　

介
護
保
険
制
度
を
支
え
る
た
め
、
40
歳
か
ら
64
歳
の
人
に
ご
負
担
い

た
だ
く
分
で
す
。

【
改
正
内
容
】

　

所
得
割
の
税
率
を
引
き
上
げ
ま
し
た
。

　
（
後
期
高
齢
者
支
援
金
・
介
護
納
付
金
分
と
も
に
）

【
改
正
理
由
】

　

医
療
費
の
増
加
や
高
齢
化
に
と
も
な
い
税
率
を
見
直
し
ま
し
た
。

特
定
世
帯
に
係
る

国
民
健
康
保
険
税
の

軽
減
特
例
措
置
の

延
長
等
に
つ
い
て

（
平
成
25
年
度
税
制
改
正
）

①
保
険
税
軽
減
措
置
に
係
る
特
例

　

軽
減
を
受
け
て
い
た
世
帯
で
、
加

入
者
が
75
歳
に
な
り
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
に
移
行
し
、
国
民
健
康
保
険

で
な
く
な
っ
た
場
合
で
も
、
同
じ
軽

減
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
そ
の
人
も

含
め
て
軽
減
の
判
定
を
し
ま
す
。（
こ

れ
ま
で
は
５
年
間
に
限
り
だ
っ
た
も

の
が
期
限
を
区
切
ら
ず
恒
久
措
置
と

な
り
ま
す
）

②
世
帯
ご
と
に
負
担
す
る
平
等
割
の
軽

減
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
が
75
歳
に

な
り
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
移

行
し
た
こ
と
に
よ
り
、
同
じ
世
帯
の

国
民
健
康
保
険
加
入
者
が
ひ
と
り
と

な
っ
た
世
帯
を
「
特
定
世
帯
」
と
い

い
ま
す
。

　

特
定
世
帯
は
、
５
年
間
平
等
割
が

２
分
の
１
軽
減
に
な
り
ま
す
。
５
年

経
過
後
は
、
更
に
３
年
間
「
特
定
継

続
世
帯
」
と
し
て
、
平
等
割
が
４
分

の
１
軽
減
に
な
り
ま
す
。
こ
の
軽
減

適
用
は
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者
が

ひ
と
り
で
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

に
移
行
し
た
人
と
継
続
し
て
同
じ
世

帯
で
あ
る
場
合
と
な
り
ま
す
。

納
期
内
に

納
め
ま
し
ょ
う
！

　

国
民
健
康
保
険
税
を
長
期
間
に
わ
た

り
滞
納
す
る
と
、
保
険
証
を
返
還
し
な

く
て
は
な
ら
な
く
な
っ
た
り
、
保
険
給

付
の
支
払
い
に
制
限
が
か
か
り
、
医
療

費
を
全
額
自
分
で
支
払
わ
な
い
と
い
け

ま
せ
ん
。
ま
た
、
最
終
的
に
は
財
産
の

差
押
え
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
は
皆
さ
ん
の
保
険
税

で
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
必
ず
納
期
限

内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
住
民
課 

税
務
グ
ル
ー
プ

　

☎（
67
）３
２
０
５

　

無
料
☎
７（
67
）０
０
５
１
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男
女
共
同
参
画
推
進
本
部
は
、「
男

女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
」
の
公
布
・

施
行
日
で
あ
る
平
成
11
年
６
月
23
日

を
踏
ま
え
、
毎
年
６
月
23
日
か
ら
29

日
ま
で
の
１
週
間
を
「
男
女
共
同
参

画
週
間
」
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

組
を
通
じ
、
男
女
共
同
参
画
基
本
法

の
目
的
や
基
本
理
念
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

男
性
と
女
性
が
、
職
場
で
、
学
校
で
、

地
域
で
、
家
庭
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と

能
力
を
発
揮
で
き
る
「
男
女
共
同
参
画

社
会
」
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
政
府

や
自
治
体
だ
け
で
は
な
く
、
国
民
の
皆

さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
取
組
が
必
要
で
す
。

　

私
た
ち
の
ま
わ
り
の
男
女
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
こ
の
機

会
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

男
女
が
互
い
に
人
権
を
尊
重
し
、
性

別
に
か
か
わ
り
な
く
、
そ
の
個
性
と

能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で

き
る
社
会
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
憲
法
の
も
と
、
男
女
平

等
の
実
現
に
向
け
て
、
い
ろ
い
ろ
な

取
組
が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
大
事
な
意
思
決
定
の
場
に
女
性

が
加
わ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
り
、

男
女
間
の
不
平
等
を
感
じ
た
り
す
る

こ
と
が
ま
だ
ま
だ
多
い
よ
う
で
す
。

　

少
子
・
人
口
減
少
社
会
の
進
行
や
高

齢
社
会
の
到
来
な
ど
、
私
た
ち
の
生

活
を
巡
る
状
況
の
変
化
に
対
応
し
て

い
く
た
め
に
は
、「
男
は
仕
事
で
、
女

は
家
庭
」
と
い
っ
た
よ
う
な
性
別
に

よ
る
固
定
的
な
役
割
分
担
に
と
ら
わ

れ
ず
に
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
そ
れ

ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る

よ
う
な
社
会
づ
く
り
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
つ
い
て
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
例
え
ば
こ
ん
な
こ
と
・
・
・

　

◆
夫
婦
・
家
族
の
こ
と　

◆
自
分
の
生
き
方　

◆
仕
事
の
悩
み

　

◆
職
場
や
地
域
の
人
間
関
係　

◆
暴
力
・
虐
待　

◆
か
ら
だ
・
性
の
こ
と

　

◆
暮
ら
し
に
関
わ
る
法
律

  

相
談
専
用
電
話　

☎
０
９
８
５（
60
）１
８
２
２

【
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
相
談
】

○
電
話
相
談

○
面
接
相
談（
要
予
約
）

　

◆
受
付
時
間

　
　

月
～
金
曜
日　

９
時
～
18
時

　
　

土
曜
日    　

  

９
時
～
16
時

　
　

※
祝
日
、
年
末
年
始
は
除
く

【
専
門
相
談
】

　

女
性
の
弁
護
士
と
臨
床
心
理
士
が

応
じ
ま
す
。

○
法
律
相
談（
面
接
の
み
）

　

第
３
火
曜
日（
要
予
約
）14
時
～
16
時

○
こ
こ
ろ
と
生
き
方
相
談（
面
接
の
み
）

　

第
４
火
曜
日（
要
予
約
）14
時
～
16
時

　

今
年
は
防
災
を
テ
ー
マ
に
、
後
援

会
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
い
ま
す
。
そ
の
他
、
防
災
グ
ッ
ズ

や
パ
ネ
ル
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

６
月
29
日（
土
）

　
　
　
　

13
時
～
16
時

◆
会
場　

宮
崎
市
民
プ
ラ
ザ

◆
入
場
料　

無
料

◆
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

○
第
１
部
講
演

演
題「
女
性
に
と
っ
て
も
男
性
に

と
っ
て
も
輝
く
ま
ち
づ
く
り
」

　
　

講
師　

堂
本 

暁
子 

氏

　

○
第
２
部

　
　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
　

◆
テ
ー
マ

「
男
女
共
同
参
画
の
視
点
で
考

え
る
防
災
」

◆
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

宮
崎
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
８
５（
32
）７
５
９
１

６
月
23
日
～
29
日
ま
で
の
１
週
間
は

『
男
女
共
同
参
画
週
間
』
で
す
。

「紅一点じゃ、足りない」（平成25年度のキャッチフレーズ）

男
女
共
同
参
画

　
　
社
会
っ
て
な
に
？

な
ぜ
、
必
要
な
の
？

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
の
相
談
室
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

男
女
共
同
参
画
週
間
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
す
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　椎葉村スポーツ少年団春季大会並びに結団式

が行われました。結団式では、チームの紹介や

目標を元気に発表してくれました。

椎葉村スポーツ少年団

春 季 大 会
５月11日・村総合運動公園

【
剣
道
の
部
】

　

優
勝　

尾
前 
和 

さ
ん（
尾
向
小
）

　

２
位　

椎
葉 
純
大 

さ
ん（
椎
葉
小
）

　

３
位　

甲
斐 
穂
乃
香 

さ
ん（
尾
向
小
）

椎葉小年剣道 尾向少年剣道

【ソフトボールの部】
　優勝　杉の子ファイターズ
　２位　松尾イーグルス
　３位　小崎ソフトボールクラブ
　４位　尾向ソフトボール

松尾少女バレー 椎小フレンズ

大河内元気ッズ

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部
】

　

優
勝　

松
尾
少
女
バ
レ
ー

　

２
位　

椎
小
フ
レ
ン
ズ

【卓球の部】
　椎葉中卓球部と練習試合

　

椎
葉
中
剣
道
部
は
、
新
１
年
生
が
５
人

入
部
し
、
現
在
、
男
子
３
人
、
女
子
９
人

の
計
12
人
で
夏
の
全
国
大
会
男
女
出
場
を

目
指
し
、毎
日
の
稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

５
月
に
出
場
し
た
各
大
会
で
も
上
位
入

賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

の
剣
道
部
の
活
躍
を
期
待
し
、
村
民
み
ん

な
で
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

【
出
場
大
会
結
果
】

第
24
回
神
武
の
里
総
合
武
道
大
会

（
12
日
・
高
原
町
）

　

女
子
団
体
戦　

優
勝

第
３
回
宮
日
杯 

県
小
・
中
・
高
校
剣
道

選
手
権
大
会　
　
　
　
（
18
日
・
宮
崎
市
）

　

個
人
戦 

３
位
・
８
位
入
賞

第
25
回
県
中
学
生
剣
道
大
会

（
19
日
・
宮
崎
市
）

　

団
体
戦　

準
優
勝

目
標
に
向
か
っ
て
！

椎
葉
中
剣
道
部 

▲女子団体戦で見事優勝！

松尾イーグルス

尾向ソフトボール

杉の子ファイターズ

小崎ソフトボールクラブ
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村のできごと

　

４
月
25
日
、
延
岡
家
畜
市
場
で
行
わ
れ

た
春
季
育
成
共
進
会
・
５
月
期
子
牛
郡
共

進
会
で
椎
葉
村
は
好
成
績
を
収
め
ま
し

た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
春
季
育
成
共
進
会
】

　

優
等
主
席　

椎
葉 

幸
司 

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
竹
ノ
枝
尾
日
添
）

　

ぼ
く
ゆ
う
１
５
９
号

　
　
　
（
勝
平
正
×
金
幸
×
平
茂
勝
）

【
５
月
期
子
牛
郡
共
進
会
】

　

・
去
勢
子
牛
の
部

　　

優
等
主
席　
（
株
）尾
前
牧
場（
矢
立
）

　

・
雌
子
牛
の
部

　　

優
等
４
席　

椎
葉 

真
吾 

さ
ん（
矢
立
）

椎葉
晃充
村長の

５月の
動き

10
日　

区
長
・
区
長
代
理
・
組
合
長
研
修
会

　
　
　

上
椎
葉
湯
前
線
期
成
同
盟
会
総
会

12
日　

扇
山
山
開
き

14
日　

日
向
警
察
署
落
成
式

15
日　

国
保
税
改
定
協
議

　
　
　

観
光
協
会
理
事
会

　
　
　

郡
町
村
会
定
期
総
会　
　
　

16
日　

自
立
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
総
会

　
　
　
　
（
高
千
穂
町
）

20
日　

空
港
審
議
会
監
査（
宮
崎
市
）

　
　
　

町
村
会
政
策
懇
談
会

21
日　

全
国
治
水
砂
防
協
会
評
議
委
員
会

　
　
　
　
（
東
京
都
）

22
日　

県
公
民
館
連
合
会
定
期
総
会

　
　
　
　
（
宮
崎
市
）

23
日　

椎
葉
村
観
光
協
会
総
会

　
　
　

椎
葉
村
商
工
会
総
会

　
　
　

国
保
運
営
協
議
会

24
日　

臨
時
議
会

27
日　

社
会
福
祉
協
議
会
評
議
員
会

　
　
　

平
家
ま
つ
り
実
行
委
員
会

28
日　

県
町
村
会
理
事
会
役
員
会

　
　
　
　
（
宮
崎
市
）

29
日　

県
治
山
林
道
協
会
総
会（
宮
崎
市
）

30
日　

日
向
東
臼
杵
南
部

　
　
　
　

広
域
連
合
長
会
議
（
日
向
市
）

31
日　

道
州
制
研
修
会
（
熊
本
市
）

春
季
育
成
共
進
会　

　
　
　

団
体
優
勝
！

５
月
期
子
牛
郡
共
進
会

　
　
　

団
体
２
位
！

▲育成共進会で優等主席「ぼくゆう１５９号」

宮崎行政評価事務所長
感謝状を受賞

　

５
月
16
日
、
行
政
評
価

委
員
の
椎
葉
洋
子
氏（
桑

ノ
木
原
）が
行
政
相
談
活

動
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
宮
崎
行
政
評
価
事

務
所
長
感
謝
状
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　

４
月
21
日
に
門
川
町
で
開
催
さ
れ
た
第

25
回
県
北
民
謡
選
手
権
大
会
で
、
民
謡
会

の
椎
葉
浪
子
さ
ん（
竹
ノ
枝
尾
日
添
）が
門

川
町
長
杯
の
部
で
優
勝
、
椎
葉
和
恵
さ
ん

（
上
椎
葉
下
１
）が
五
ヶ
瀬
町
長
杯
の
部
で

入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

県北民謡選手権
大会で入賞！

祝誕生！
すこやか祝い金贈呈式

　

４
月
に
す
こ
や
か
祝
い
金
の
贈
呈
を
受
け
た
赤
ち
ゃ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

椎
葉
村
で
は
、
第
１
子
・
２
子
目
に
10
万
円
、
第
３
子
目
に
50
万
円
、
第
４

子
以
降
に
は
１
０
０
万
円
の
祝
い
金
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。
こ
の
祝
い
金
は
、
赤

ち
ゃ
ん
が
５
歳
に
な
る
と
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

新
し
い
命
の
誕
生
は
本
村
の
宝
で
す
。
健
や
か
に
成
長
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

▲

椎
葉 

華は
な

ち
ゃ
ん

（
若
宮
住
宅
）

　

隆
・
香
織
さ
ん（
第
２
子
）

▲

尾
松 

玲れ
い

奈な

ち
ゃ
ん

（
上
椎
葉
下
２
）

　

浩
樹
・
真
央
さ
ん

（
第
２
子
）

▲
椎
葉 

遥は
る

翔と

く
ん
（
矢
立
）

　

友
規
・
舞
子
さ
ん

（
第
２
子
）
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カメラ さんぽ

第２回　椎葉神楽まつり

銘水の郷釣り大会　　 扇山山開き

ミュージックバイブレーション
i n 西米良 （4月29日・開発センター）

　

村
内
26
地
区
で
伝
承
さ
れ
て

い
る
神
楽
。
今
年
も
８
地
区
の

神
楽
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
11

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
も
生
中
継
さ
れ

と
て
も
好
評
で
し
た
。

　

５
月
３
日
、
今
年
も
た
く
さ
ん
の
釣

り
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
朝
８
時
か
ら

開
始
し
た
釣
り
大
会
。
子
ど
も
た
ち
は

釣
り
竿
を
一
生
懸
命
に
ぎ
っ
て
川
と
に

ら
め
っ
こ
し
て
い
ま
し
た
。
ク
ー
ラ
ー

ボ
ッ
ク
ス
い
っ
ぱ
い
に
釣
っ
て
い
る
人

も
い
ま
し
た
よ
。

　

一
面
に
広
が
る
新
緑
の
山
々
を
見
な
が
ら

の
登
山
。
今
年
は
天
候
も
良
く
、
遠
く
の
山

ま
で
は
っ
き
り
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

５
月
18
日
、
椎
葉
・
諸
塚
・
西
米
良
３
村
の
青
年
団
合
同
企
画
「
音
楽
祭
」
が

西
米
良
村
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
村
か
ら
は
「
Ｃ

－

Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｄ
」、「
平
家
大
い
ち
ょ
う
太
鼓
」
が
出
演
。
普
段

は
静
か
な
山
々
に
さ
ま
ざ
ま
な
音
楽
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

▲

水
越
神
楽
「
地
割
下
の
重
」

▲

仲
塔
神
楽
「
荒
神
」

▲今年結成したＣ－ＢＡＮＤ

▲迫力ある太鼓の音が山々に響きました

（５月12日）

▲最年少登山者の
　坂元滉

あきら

くん（高千穂町）
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健
康
だ
よ
り
№188

　

皆
さ
ん
の
歯
は
健
康
で
す
か
。

　

今
月
４
日
は
虫
歯
予
防
デ
ー
で
し
た
。
さ
ら
に
、
６
月
４
日
～
10
日
は
「
歯
と
口

の
健
康
週
間
」。（
昨
年
度
ま
で
「
歯
の
衛
生
週
間
」
と
言
わ
れ
て
い
た
も
の
が
、
約
50

年
ぶ
り
に
名
称
変
更
さ
れ
ま
し
た
）

　

ふ
だ
ん
何
気
な
く
行
っ
て
い
る
こ
と
が
、
実
は
む
し
歯
の
原
因
な
の
か
も
知
れ
ま

せ
ん
よ
。
今
月
号
を
き
っ
か
け
に
家
族
み
ん
な
で
虫
歯
予
防
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。

★１歳６ヶ月児歯科健康診査結果
椎 葉 村　0.35本

（平成23年度：26位／ 26市町村）

宮 崎 県　0.09本
（平成22年度：41位／ 47都道府県）
全国平均　0.07本（平成22年度）

　ひとり当たりのむし歯の本数です。椎
葉村は、なんと２６市町村中最下位なので
す。宮崎県も全国で４１位。１歳６ヶ月と
いえば、まだ歯がそんなに生えていない
のに、むし歯の子どもが多いんですね。

★３歳児歯科健康診査結果
椎 葉 村　2.04本

（平成23年度：23位／ 26市町村）

宮 崎 県　1.36本
（平成22年度：43位／ 47都道府県）
全国平均　0.80本（平成22年度）

　３歳になるとむし歯も多くなってきま
すが、椎葉村は県平均と比べると多すぎ
ます。２６市町村中のワースト４位。改善
するには家族の協力が必要なんです。

６
月
４
日
は「
む
し
歯
予
防
デ
ー
」で
す

子
ど
も
た
ち
の
む
し
歯
の
現
状
を

知
っ
て
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
で
考
え
よ
う
！

　
　
　
　
子
ど
も
の
む
し
歯
予
防
！

む
し
歯
菌
は
ど
こ
か
ら

来
る
の
？

  

む
し
歯
菌
は
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の

赤
ち
ゃ
ん
の
口
に
は
存
在
し
ま
せ
ん
。

赤
ち
ゃ
ん
の
む
し
歯
菌
は
家
族
な
ど
か

ら
の
口
移
し
の
食
事
、
同
じ
箸
や
ス

プ
ー
ン
か
ら
う
つ
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
普
段
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
に
よ
く
接
す

る
母
親
だ
け
で
は
な
く
、
ぜ
ひ
、
家
族

み
ん
な
で
気
を
つ
け
た
い
も
の
で
す
。

子
ど
も
は
み
ん
な
生
ま
れ
た

時
か
ら
砂
糖
が
大
好
き
？

  

村
の
宝
で
あ
る
赤
ち
ゃ
ん
が
喜
ぶ
姿

を
見
る
こ
と
は
、
と
て
も
幸
せ
な
こ
と

で
す
よ
ね
。
し
か
し
、
喜
ぶ
か
ら
と

い
っ
て
、
甘
い
お
や
つ
を
与
え
す
ぎ
る

と
、
ど
ん
ど
ん
好
き
に
な
り
ま
す
。
む

し
歯
予
防
の
た
め
に
は
、
３
歳
く
ら
い

ま
で
は
甘
い
味
を
覚
え
な
い
よ
う
に
、

村
民
み
ん
な
で
気
を
つ
け
て
あ
げ
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
こ
の
時
期
は

味
覚
が
発
達
す
る
大
事
な
時
期
で
も
あ

る
の
で
、
甘
い
味
だ
け
で
な
く
い
ろ
い

ろ
な
自
然
な
味
を
与
え
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
飲
料
で
む
し
歯
!?

  

ス
ポ
ー
ツ
飲
料
は
、
発
熱
時
に
脱
水

予
防
の
た
め
に
よ
く
す
す
め
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
乳
酸
菌
飲
料
は
、
健
康
飲

料
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、

ど
ち
ら
も
糖
分
が
多
く
、
む
し
歯
の
原

因
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
日
常
的

に
飲
む
こ
と
が
習
慣
に
な
ら
な
い
よ
う

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

歯
み
が
き
を
始
め
る

時
期
は
？

　

乳
歯
が
生
え
始
め
た
ら
歯
み
が
き
を

始
め
ま
し
ょ
う
。
た
だ
、
ま
だ
自
分
で

し
っ
か
り
歯
み
が
き
が
で
き
な
い
赤

ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
は
、
大
人
に
よ
る
仕

上
げ
磨
き
が
と
っ
て
も
重
要
で
す
。
小

学
校
低
学
年
ぐ
ら
い
ま
で
は
、
大
人
が

し
っ
か
り
と
仕
上
げ
磨
き
を
し
て
あ
げ

ま
し
ょ
う
。

　

平
成
24
年
度
の
３
歳
児
健
診
で
、

む
し
歯
の
な
か
っ
た
子
ど
も
た
ち

は
、
11
月
号
に
掲
載
予
定
で
す
。

お
楽
し
み
に
！
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▲今回参加した食改の皆さん

▼工場の見学もさせ
ていただき、徹底
された衛生管理を
見ることができま
した。

▲野崎漬物（株）の職員
の話しは、とても勉
強になりました。

　

５
月
24
日
、
メ
デ
ィ
キ
ッ
ト
県
民
文

化
ホ
ー
ル（
宮
崎
市
）で
行
わ
れ
た
定
期

総
会
に
本
村
の
食
生
活
改
善
推
進
員
11

人
で
参
加
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
に
行
わ
れ
た
表
彰
式
で
は
、

90
歳
以
上
の
会
員
に
特
別
表
彰
が
贈
ら

れ
、
そ
の
年
齢
ま
で
活
動
す
る
姿
に
会

員
一
同
感
動
し
ま
し
た
。

　

午
後
の
研
修
会
で
は
、「
歯
科
・
口

腔
の
健
康
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
県
医

師
会
の
錦
井
英
資
氏
の
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
同
氏
は
講
演
の
終
わ
り
に

「
生
涯
お
い
し
く
食
べ
る
と
い
う
目
的

を
、
食
改
さ
ん
と
歯
科
医
師
は
共
有
し

て
い
ま
す
ね
。
と
も
に
頑
張
り
ま
し
ょ

う
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
定
期
総
会
前
日
は
「
野
崎
漬

物
株
式
会
社
」
で
視
察
研
修
を
行
い
、

食
品
の
衛
生
管
理
な
ど
に
つ
い
て
勉
強

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
、
地

域
の
皆
さ
ん
に
い
ろ
い
ろ
な
形
で
お
伝

え
し
、
皆
さ
ん
の
食
生
活
改
善
の
力
に

な
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

５
月
に
村
内
各
地
区
で
実
施
し
ま
し
た
特
定
健
診
の
結
果
説
明
会
を
、
次
の
と
お

り
各
地
区
で
開
催
い
た
し
ま
す
。特
定
健
診
結
果
も
、そ
の
際
に
お
返
し
い
た
し
ま
す
。

時
間
に
つ
い
て
は
個
別
に
通
知
し
ご
案
内
い
た
し
ま
す
が
、
ご
案
内
が
急
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ご
案
内
が
届
き
ま
し
た
ら
、
同
じ
家
族
で

も
個
人
個
人
で
時
間
が
違
う
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
自
分
の
時
間
を
し
っ
か
り

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
参
加
賞
も
準
備
し
て
い
ま
す
。
今
後
の
健
康
管
理
の
た
め
に
も
、

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
、
ぜ
ひ
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

宮
崎
県
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
定
期
総
会

特
定
健
診
の
結
果
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

健康だより〈No.188〉

月　　日 時　間 会　　　場

７月　３日（水）
午　前 松尾多目的集会センター

午　後 竹ノ八重営農研修センター

７月　４日（木）
午　前 尾前集会所

午　後 向山日添営農研修センター

７月　５日（金） 終　日 すこやか館

７月　８日（月）
午　前 すこやか館

午　後 小崎集会センター

７月　９日（火）
午　前 鹿野遊ふれあいセンター

午　後 仲塔生活改善センター

７月１０日（水）
午　前 大河内生活改善センター

午　後 矢立集会所

７月１１日（木）
午　前 尾八重集落センター

午　後 不土野生活改善センター

７月１２日（金）

午　前 栂尾の館

午　後 すこやか館

夜 すこやか館
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お 知 ら せ

▽
お
知
ら
せ

税
の
納
期
（
６
月
分
）

　

納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

〔
村（
県
）民
税
〕（
１
期
）

〔
国
民
健
康
保
険
税
〕（
１
期
）

■
納
期
限　
　

７
月
１
日（
月
）

■
口
座
振
替　

６
月
26
日（
水
）

　

税
金
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

納
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
督
促
状
の
発
行

や
滞
納
整
理
の
事
務
な
ど
で
、
必
要
以
上

の
経
費（
税
金
）が
か
か
り
ま
す
。
税
金
は

期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場 

税
務
住
民
課 

税
務
グ
ル
ー
プ

　

☎（
67
）３
２
０
５

　

無
料
☎
７（
67
）０
０
５
１

■
問
い
合
わ
せ
先

　

延
岡
県
税
・
総
務
事
務
所

　

総
務
商
工
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
８
２（
33
）２
８
６
２

▽
相
　
談

お
気
軽
に
「
行
政
相
談
」
へ

　

行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
か
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
、
相
談
内
容
な
ど
の
秘
密

は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
期
日　

６
月
11
日
・
７
月
９
日

　
　
　
　

毎
月
第
２
火
曜
日

■
時
間　

午
前
９
時
か
ら
12
時

■
場
所　

高
齢
者
セ
ン
タ
ー（
上
椎
葉
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場 

総
務
課 

行
政
グ
ル
ー
プ

　

☎（
67
）３
２
０
１

　

無
料
☎
７（
67
）０
０
２
１

全
国
安
全
週
間（
第
86
回
）

　

昨
年
の
宮
崎
県
内
に
お
け
る
死
亡
災
害

は
前
年
比
３
人
増
の
11
人
で
、
休
業
４

日
以
上
の
死
傷
者
は
前
年
比
52
人
減
の

１
３
０
０
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

本
年
に
お
い
て
は
、
す
で
に
４
人
の
人
が

労
働
災
害
で
死
亡
し
て
い
ま
す
。

　

労
働
災
害
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、ト
ッ

プ
か
ら
安
全
衛
生
の
担
当
者
、労
働
者
ま
で

の
事
業
場
の
全
員
が
現
場
を
確
認
し
、機
械

設
備
の
安
全
基
準
や
作
業
手
順
な
ど
の
基
本

的
な
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
に
加
え
、事
業
者

か
ら
労
働
者
一
人
ひ
と
り
ま
で
の
安
全
に
対

す
る
意
識
や
危
険
感
受
性
を
高
め
る
こ
と
に

よ
り
、労
働
者
の
安
全
を
確
保
し
、労
働
災

害
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
は
、「
高
め
よ
う 

一
人
ひ
と

り
の
安
全
意
識 

み
ん
な
の
力
で
ゼ
ロ
災
害
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、
６
月
を
準
備
期
間

と
し
、
７
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
を
本
週
間

と
し
て
全
国
安
全
週
間
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で
、
労
働
災
害
防
止
の

重
要
性
に
つ
い
て
認
識
を
さ
ら
に
深
め
、
安

全
活
動
を
着
実
に
実
行
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　

宮
崎
県
労
働
局
労
働
基
準
部

あ
な
た
の
声
を
行
政
に
！

　

７
月
８
日
か
ら
各
区
で
地
域
づ
く
り
懇

談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
懇
談
会
に
は
、

村
長
を
は
じ
め
各
課
長
、
駐
在
所
所
長
、

農
協
、
森
林
組
合
、
社
協
な
ど
の
各
代
表

者
が
各
区
に
出
向
い
て
皆
さ
ん
か
ら
の
要

望
や
意
見
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　

地
域
と
行
政
の
貴
重
な
意
見
交
換
の
場

と
な
る
地
域
づ
く
り
懇
談
会
。
皆
さ
ん
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
日
程
は
次

の
と
お
り
で
す
。

は
か
り
を
使
用
し
て
い
る　

皆
さ
ま
へ

　

計
量
法
に
よ
り
取
引
・
証
明
に
使
用
す

る
は
か
り
は
２
年
に
１
回
、
定
期
検
査
を

受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
年
度
は
次
の
日
程
で
検
査
が
行
わ
れ

ま
す
の
で
、
使
用
し
て
い
る
人
は
受
検
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
期
日　

８
月
21
日（
水
）

■
時
間　

午
後
２
時
～
５
時

■
会
場　

椎
葉
村
開
発
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
振
興
課　

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

　

☎（
67
）３
２
０
３

　

無
料
☎
７（
67
）０
０
３
１

　

宮
崎
県
計
量
検
定
所

　

☎
０
９
８
５（
58
）２
９
２
９ 　

職
場
で
の
悩
み
は
あ
り
ま
せ

ん
か

　

県
で
は
、
労
働
問
題
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
相
談
に
応
じ
、
解
決
に
向
け
た
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
う
た
め
、
中
小
企
業
労
働
相

談
所
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
、
電
話
相
談
ま
た
は
面
接
相

談
で
承
り
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

を
厳
守
し
ま
す
。
事
業
主
か
ら
の
相
談

も
承
り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

村内のうごき  ●５月１日現在
　男　 1,456人（＋30）
　女　 1,500人（＋27）
　計 　2,956人（＋57）
世帯数 1,198戸（＋31）

お知らせ

村 花『シャクナゲ』
村 木『サンショウ』
村 鳥『ヤマドリ』
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■
日
程

　
　
　
　
　
　
　
　

午
前　
　

午
後

　

７
月
８
日（
月
）
鹿
野
遊
・
仲　

塔

　
　
　

９
日（
火
）
尾　

向
・
不
土
野

　
　
　

11
日（
木
）
松　

尾
・
上
椎
葉

　
　
　

12
日（
金
）
尾
八
重
・
小　

崎

　
　
　

16
日（
火
）
栂　

尾
・
大
河
内　

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課 

行
政
グ
ル
ー
プ

　

☎（
67
）３
２
０
１

　

無
料
☎
７（
67
）０
０
２
１

                    

▽
募
　
集

免
許
試
験
が
宮
崎
県
で
実
施

さ
れ
ま
す

　

本
来
、
久
留
米
市
の
九
州
安
全
衛
生
技

術
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
宮

崎
地
区
に
お
い
て
は
、
出
張
特
別
試
験
が

宮
崎
大
学
農
学
部
で
行
わ
れ
ま
す
。
日
程

は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
申
込
受
付
期
間

　

６
月
10
日（
月
）～
26
日
（
水
）

■
試
験
日　

８
月
11
日（
日
）

■
会
場　

宮
崎
大
学
農
学
部 

講
義
棟

■
試
験
の
種
類

　

①
第
一（
二
）種
衛
生
管
理
者

　

②
ク
レ
ー
ン
・
デ
リ
ッ
ク
運
転
士

              （
ク
レ
ー
ン
限
定
）

　

③
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
士

　

④
一（
二
）級
ボ
イ
ラ
ー
技
士

　

⑤
ボ
イ
ラ
ー
整
備
士

　

⑥
潜
水
士

　

⑦
発
破
技
士

　

⑧
林
業
架
線
作
業
主
任
者

■
申
請
書
申
込
先

【
①
～
⑤
】

社
団
法
人 

宮
崎
労
働
基
準
協
会

☎
０
９
８
５（
25
）１
８
５
３

【
⑥
・
⑦
】

建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会
宮
崎
県

支
部

☎
０
９
８
５（
20
）８
６
１
０

【
⑧
】林

業
・
木
材
製
造
業
労
働
災
害
防
止

協
会
宮
崎
県
支
部

☎
０
９
８
５（
24
）７
９
３
０

■
問
い
合
わ
せ
先

　

申
込
先
の
団
体
ま
た
は

　

九
州
安
全
衛
生
技
術
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
４
２（
43
）３
３
８
１

国
家
公
務
員
採
用
一
般
職
試

験
並
び
に
税
務
職
員
採
用
試

験
の
実
施
に
つ
い
て

　

人
事
院
で
は
、「
平
成
25
年
度
国
家
公

務
員
採
用
一
般
職
試
験（
高
卒
者
・
社
会

人（
係
員
級
））お
よ
び
税
務
職
員
採
用
試

験
」
を
実
施
し
ま
す
。

■
受
験
資
格

　
【
一
般
職
試
験（
高
卒
者
試
験
）】

　
【
税
務
職
員
採
用
試
験
】

①
平
成
25
年
４
月
１
日
に
お
い
て
高
校

ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た

日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
２
年
を
経

過
し
て
い
な
い
者
お
よ
び
平
成
26
年

３
月
ま
で
に
高
校
ま
た
は
中
等
教
育

学
校
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る

と
認
め
る
者

　
【
一
般
職
試
験（
社
会
人
試
験
）】

①
昭
和
48
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
者（
高
卒
者
試
験
の
①
に
規
定
す

る
期
間
が
経
過
し
た
者
に
限
る
。）

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る

と
認
め
る
者

■
第
１
次
試
験　

９
月
８
日（
日
）

　

九
州
地
区
で
は
高
卒
者
試
験
・
税
務

職
員
試
験
は
、
８
試
験
地
で
実
施
。
社

会
人
試
験
は
、
４
試
験
地
で
実
施
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

人
事
院
九
州
事
務
局

　

☎
０
９
２（
４
３
１
）７
７
３
３

　

http://w
w

w
.jinji.go.jp

※「
国
家
公
務
員
試
験
採
用
情
報
ナ
ビ
」

　

か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

広報しいばの感想、要望、
何でも結構です。
裏面にご記入ください。
皆さまからのお便りを
お待ちしています！

（
点
線
に
沿
っ
て
切
り
取
り
ご
使
用
く
だ
さ
い
。
官
製
は
が
き
可
）
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感想、要望などお書きください。

2013（H25）６月号 Public Relations of  SHIIBA 14

椎
葉
村
内
で
は
た
く
さ
ん
の
牛
が
飼
わ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
村

内
の
畜
産
農
家
数
、
牛
の
頭
数
、
売
り
上
げ
高
な
ど
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

椎
葉
村
民
よ
り

○
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
畜
産
担
当
に
聞
い
て
き
ま
し
た
の
で
お

答
え
い
た
し
ま
す
。

　

村
内
の
飼
育
農
家
数
は
現
在
95
戸
で
す
。
牛
の
頭
数
は
、
繁
殖
母
牛
が

８
６
７
頭
、
肥
育
牛
が
67
頭
で
す
。（
平
成
25
年
１
月
１
日
現
在
）
郡
内
15

の
Ｊ
Ａ
支
店
の
中
で
最
多
の
繁
殖
母
牛
を
飼
育
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

売
り
上
げ
高
は
、
平
成
24
年
度
は
売
上
頭
数
が
７
２
３
頭
で
、
売
上
高
が

３
億
９
６
８
万
７
千
円
だ
そ
う
で
す
。
す
ご
い
金
額
で
す
。

　

品
質
も
県
内
外
の
購
買
者
か
ら
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
て
、
平
成
24

年
度
の
セ
リ
市
６
回
の
う
ち
、
５
回
は
郡
の
平
均
金
額
を
上
回
っ
て
売
り
上

げ
て
い
ま
す
。

　

村
内
の
畜
産
農
家
の
人
た
ち
が
愛
情
込
め
て
育
て
て
い
る
の
で
、
全
国
に

誇
れ
る
牛
が
育
つ
の
で
し
ょ
う
ね
。（
梅
吉
）

広報しいばに届いた
お便りをご紹介します！

投稿

戸
籍
だ
よ
り
（
４
月
届
出
分
）

出
生　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
　

那
須 

春は
る

仁ひ
と 

く
ん

（
若
宮
住
宅
）
雅
志
・
美
保 

さ
ん

　

山
中 

久 

様（
尾
田
山
中
）

（
故 

山
中 

ノ
ブ 

様
）

　

椎
葉 
ト
ミ
子 

様（
本　

郷
）

（
故 

椎
葉 

貴 

様
）

　

渡
辺 

尚
道 
様（
福
岡
県
福
津
市
）

（
故 
渡
辺 

博
人 

様
）

香
典
返
し

（
４
月
分
）
故
人
の
遺
志
を
尊
重
し
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

２
日　

予
防
接
種（
日
脳
・
四
混
・
三
混
）

　
　
　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室
開
講
式

３
日　

特
定
健
診
等
結
果
説
明
会（
松
尾
）

　
　
　

集
合
学
習（
高
学
年
・
～
５
日
）

４
日　

特
定
健
診
等
結
果
説
明
会（
尾
向
）

　
　
　

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
公
示

５
日　

特
定
健
診
等
結
果
説
明
会

　
　
　
　
（
す
こ
や
か
館
）

７
日　

体
力
づ
く
り
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

８
日　

特
定
健
診
等
結
果
説
明
会

　
　
　
　
（
す
こ
や
か
館
・
小
崎
）

９
日　

特
定
健
診
等
結
果
説
明
会

　
　
　
　
（
鹿
野
遊
・
仲
塔
）

10
日　

特
定
健
診
等
結
果
説
明
会（
大
河
内
）

　
　
　

和
牛
登
録

　
　
　

予
防
接
種（
ヒ
ブ
・
ポ
リ
オ
）

上
旬　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
中
央
大
会

11
日　

特
定
健
診
等
結
果
説
明
会

　
　
　
　
（
尾
八
重
・
不
土
野
）

　
　
　

第
３
回
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
定
例
大
会

12
日　

特
定
健
診
等
結
果
説
明
会

　
　
　
　
（
栂
尾
・
す
こ
や
か
館
）

15
日　

海
の
日

16
日　

予
防
接
種（
Ｍ
Ｒ
・
日
脳
）

19
日　

小
中
学
校
１
学
期
終
業
式

21
日　

家
庭
の
日

　
　
　

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
投
・
開
票

23
日　

子
牛
セ
リ
市（
～
24
日
）

　
　
　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
　
　

予
防
接
種（
四
混
・
三
混
・
二
混
）

24
日　

小
学
校
体
育
連
盟
水
泳
大
会

　
　
　

県
中
学
校
総
合
体
育
大
会（
～
26
日
）

27
日　

日
向
支
部
操
法
大
会

30
日　

予
防
接
種

　
　
　
　
（
肺
炎
球
菌
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
・
ポ
リ
オ
）

　
　
　

妊
婦
相
談

　
　
　

乳
児
健
診

　
　
　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室

７
月
の
主
な
行
事
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選
評
・
角
　
光
雄 

先
生
（
あ
じ
ろ
主
宰
）

《
特
選
》

風
の
土
手
眞
一
文
字
に
つ
ば
め
来
る	

小
丸
川　

隆

［
評
］
こ
の
風
の
よ
う
に
吹
い
て
く
る
と
景
色
も
立
派
に
見
え
る
。
村
を
つ
ら
ぬ
く

一
川
は
、
灌
漑
の
よ
く
い
き
と
ど
い
た
水
量
が
あ
る
。
川
は
少
々
曲
が
っ
て

い
る
け
れ
ど
そ
の
上
に
あ
ら
は
れ
た
つ
ば
め
は
ゆ
う
ゆ
う
と
羽
を
広
げ
て
飛

ん
で
来
る
。
眞
一
文
字
。
作
者
は
目
早
く
つ
ば
め
の
姿
を
見
つ
け
た
。
報
道

に
よ
れ
ば
、
つ
ば
め
の
日
本
の
飛
来
は
例
年
よ
り
遅
い
と
云
は
れ
て
い
た
か

ら
で
あ
る
。今
年
の
つ
ば
め
の
姿
を
敬
意
の
念
を
も
っ
て
眺
め
て
い
る
作
者
。

目
覚
め
る
や
桶
の
水
音
風
五
月	

中
瀬　

汀

［
評
］
目
覚
め
る
と
す
ぐ
に
桶
に
溢
れ
る
水
、
そ
の
水
音
が
聞
こ
え
る
。
起
き
て
出

て
み
る
と
た
ま
っ
た
桶
の
水
が
溢
れ
て
い
る
。
こ
の
水
が
、
作
者
を
目
覚
め

さ
せ
る
。
こ
こ
ろ
よ
い
風
が
作
者
の
頬
を
な
ぜ
る
。
さ
あ
今
日
も
働
く
ぞ
。

鯉
幟
孫
子
の
育
ち
祈
念
す
る	

那
須　

瑞
穂

［
評
］
ご
一
家
の
最
高
齢
者
は
、
作
者
の
瑞
穂
さ
ん
で
あ
ろ
う
。
子
ど
も
さ
ん
や
お

孫
さ
ん
の
誕
生
の
度
に
殖
え
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
折
々
に「
家
の
長
」

と
し
て
静
か
な
祈
り
を
神
佛
に
さ
さ
げ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
昨
今
、
余
っ

た
幟
を
集
め
て
土
手
等
に
い
っ
せ
い
に
飾
る
向
き
が
あ
る
が･･･

。
瑞
穂
さ

ん
の
祈
り
の
籠
も
っ
た
方
と
ど
ち
ら
が
良
ろ
し
い
か
。

《
佳
作
》

赤
耕
運
機
首
振
っ
て
げ
ん
げ
噛
む

那
須　

正

母
の
日
の
メ
ロ
ン
子
供
の
無
き
身
に
も

黒
木　

八
重
子

さ
や
さ
や
と
風
の
渡
り
て
若
葉
寒

山
本　

和
枝

幼
子
の
無
邪
気
さ
ラ
ン
の
花
可
愛

東
谷　

礼
子

薇
の
９
の
字
に
曲
が
る
お
も
し
ろ
さ

中
瀬　

ヤ
ス
エ

俳
句
募
集
＝
ど
な
た
で
も
投
句
で
き
ま
す
。
毎
月
10
日
ま
で
に
気
軽
に
総
務
課
へ
送
っ
て

く
だ
さ
い
。（
郵
便
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

い
よ
い
よ
梅
雨
入
り
。
雨
の
季
節
に
な
り
ま
し

た
ね
▼
カ
エ
ル
も
大
喜
び
の
よ
う
で
家
の
周
り

で
毎
日
大
合
唱
し
て
い
ま
す
▼
嬉
し
い
の
は
わ

か
る
ん
だ
け
ど
、
お
か
げ
で
僕
は
少
し
睡
眠
不

足
▼
少
し
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
落
と
し
て
く
れ
な
い

か
な･･･

（
梅
吉
）

編
集
後
記

Editor's C
om

m
ent

今月の表紙  Cover Message

　
今
年
の
扇
山
山
開
き
は
快
晴
で
、
頂

上
か
ら
は
、
市
房
山
、
霧
島
、
国
見
岳

な
ど
の
山
々
が
き
れ
い
に
見
え
ま
し

た
。
扇
山
は
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
が
群
生
し
て

い
る
の
で
す
が
、
連
日
の
暑
さ
で
散
っ

て
い
る
も
の
が
多
く
、
登
山
者
の
皆
さ

ん
が
少
し
残
念
が
っ
て
い
ま
し
た
。
登

山
道
を
少
し
外
れ
る
と
満
開
の
シ
ャ
ク

ナ
ゲ
が
あ
り
一
安
心
。
何
と
か
撮
影
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
30
周
年
を
迎
え
る
「
日
向
ひ
ょ
っ

と
こ
夏
祭
り
」
は
、
毎
年
２
千
人
ほ
ど
の

踊
り
手
が
全
国
か
ら
集
ま
り
、
ひ
ょ
う
き

ん
な
お
面
を
着
け
日
向
市
街
を
ね
り
歩
く

ユ
ニ
ー
ク
な
祭
り
で
す
。
踊
り
手
の
体
を

く
ね
ら
せ
踊
る
様
子
は
、
多
く
の
観
客
の

笑
い
を
誘
い
ま
す
。

　

県
の
一
村
一
祭
に
も
選
定
さ
れ
て
お
り
、

県
内
外
か
ら
約
７
万
人
の
観
客
が
訪
れ
る

日
向
市
最
大
の
祭
り
で
あ
る「
日
向
ひ
ょ
っ

と
こ
夏
祭
り
」に
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

○
前
夜
祭

　
　

８
月
２
日（
金
）
18
時
～

　

○
踊
り
パ
レ
ー
ド

　
　

８
月
３
日（
土
）
12
時
～

　

※
両
日
と
も
小
雨
決
行

■
会
場

　

○
日
向
市
駅
前
交
流
広
場

　

○
中
心
市
街
地
道
路

日
　
向
　
市

日
向
東
臼
杵
情
報

と
な
り
町
に
行
こ
う
よ
！

『
第
30
回 

　

日
向
ひ
ょ
っ
と
こ
夏
祭
り
』

■問い合わせ先
日向ひょっとこ夏祭り実行委員会
事務局（日向市観光協会内）
☎０９８２－５５－０２３５

『絶景』
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BOOK  CORNER

　

お
き
ゃ
く
さ
ん
に
ぴ
っ
た
り
の
パ
ン

を
つ
く
っ
て
く
れ
る
み
ど
り
さ
ん
。
そ

ん
な
あ
る
日
、
ふ
し
ぎ
な
お
き
ゃ
く
さ

ん
が
や
っ
て
き
て
・
・
・
。
さ
て
、
ど

ん
な
パ
ン
が
や
け
る
の
で
し
ょ
う
。
た

く
さ
ん
の
パ
ン
と
動
物
が
で
て
く
る
ほ

の
ぼ
の
絵
本
。

『みどりさんのパンやさん』
【出版社】ＰＨＰ研究所

（著・イラスト）あおいじゅんこ

　おつるちゃんは、４月２７日に大河内森林ガイドの会主催の「大
河内癒しの森開き」と５月１１・１２日に宮崎山形屋ふれあいモー
ルで開催された「キノコットフェア」に参加してきました。
　今年で８回目を数えた「大河内癒しの森開き」イベントでは、約１７０人が登山に参加してくださいまし
た。大河内小学校の児童たちも元気よく参加していましたよ。
　「キノコットフェア」では、シイタケの駒打ち体験やシイタケの試食会などが行われて、とても賑わいました。
　今回も、たくさんの人たちと仲良くふれあうことができました。６月も出張ＰＲ活動がたくさんあります
ので、みなさんフェイスブックでチェックして会いに来てくださいね。

　大河内癒しの森開きでは、参加者の皆
さんと記念撮影をしたりして、とても楽
しい時間でした。
　大河内森林ガイドの会は、１年を通し
てイベントを開催しています。チェック
してみてね♪
　これからもいろいろな会場で、たくさ
んの人に出会えることを楽しみにして、
椎葉村のＰＲ活動を頑張っていきます！

▲おつるちゃん人気者！（キノコットフェア） ▲大河内小の児童と記念撮影 ▲参加者の皆さんと記念撮影したよ！

椎葉をアピール〜観光宣伝活動記〜

おつるちゃんが行く！15
おつるちゃんＰＲ活動に大忙しの巻

　イモリ科トウヨウイモリ属に分類されます。アカハ
ライモリ（赤腹井守）とも呼ばれ、本州、四国、九州お
よび周辺の島嶼に分布します。体長は７０～１３０㎜
です。水田や池、小川などに棲み、ミミズや昆虫、カ
エルの幼生などの小動物を食べます。背中は黒・茶褐
色で、腹は赤色で不規則な黒斑があります。この模様
はイモリが毒を持つことを捕食者に伝える警告色と考
えられています。敵から襲われ危険を感じると、皮膚
から白い液を分泌します。これはフグ毒と同じテトロ
ドトキシンという物質を含むので、触った後は手を洗
いましょう。メスは４～７月上旬にかけて、水中の草
や枯葉などに卵を一個ずつ産み付けます。繁殖期間中
は何度も産卵し、１００～４００個の卵を産みます。寿
命は長く、飼育下では２０年以上にもなることがあり
ます。また、再生能力が非常に高く、手足や尻尾のほ
か目の網膜が損傷しても時間とともに元に戻ります。

（九州大学演習林　鍜治　清弘・榎木　勉）

ニホンイモリ
28椎葉の生き物

○椎葉村民図書室の蔵書を、インターネットで検索できます。
　http://www.lib-finder2.net/shiiba
■問い合わせ先　椎葉村教育委員会
　☎0982-67-2850　無料☎767-0081（0082）

　早く明日香ちゃんに「お姉ちゃん」て呼ばれたいです。
児童館にがんばって行きますね★（娃茄）
　毎日お姉ちゃんにおもちゃのように扱われている明日
香ちゃんです。早くお姉ちゃんと、走ったり、縄跳びし
たりして一緒に遊びたいです。皆さんに可愛がっていた
だいてここまで成長することができました。これからも
よろしくお願いします。

尾
前 

娃あ
い

茄か 

ち
ゃ
ん

（
４
歳
）

　
　 

明あ

日す

香か 

ち
ゃ
ん

（
５
ヶ
月
）

尾
向
（
尾
前
上
）

お
と
う
さ
ん
：
智
一 

さ
ん

お
か
あ
さ
ん
：
真
理
子 

さ
ん

未来にはばたけ！


